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●
菅
谷
中
学
校

～
子
ど
も
た
ち
の
挨
拶

　

菅
谷
中
学
校
は
、
め
ざ
す
学
校
像
と

し
て
「
挨
拶
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な

学
校
」
を
掲
げ
、
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

挨
拶
に
つ
い
て
「
よ
く
で
き
て
い
る

75
％
」「
で
き
て
い
な
い
と
き
も
あ
る

25
％
」
と
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
意
識
を

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
挨
拶
の
で
き
る
菅
中

生
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

～
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
こ
と
を

　

コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
、
手
洗
い
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
毎
朝
の
検
温
、
換
気
、

黙
食
、
教
職
員
に
よ
る
毎
日
の
消
毒
な

ど
、
学
校
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
精
一

杯
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
今
年
度
は
工
夫
し
て
で

き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
邁
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

１
学
期
で
は
、
昨
年
度
で
き
な
か
っ

た
林
間
学
校
の
替
わ
り
と
し
て
２
年
生

が
「
川
越
巡
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
感

染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
と
生
徒
の

準
備
が
整
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
予
定

日
を
前
倒
し
し
て
４
月
14
日
に
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
体
育
祭

は
５
月
28
日
に
行

い
ま
し
た
。
昨
年

度
と
同
様
の
平
日

の
午
前
中
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、

新
た
な
種
目
を
増

や
し
、
３
年
生
の

迫
力
の
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

充
実
し
た
行
事
と

な
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
保
護
者
の
方
に
も
参
観
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
中
旬
に
は
、
比
企
地
区
学
校
総

合
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の

部
活
動
も
健
闘
し
、
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
水
泳
、
陸
上
で

県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

７
月
１
・
２
日
に
は
１
年
生
が
林
間

学
校
を
行
い
ま
し
た
。
天
候
に
左
右
さ

れ
、
予
定
変
更
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
仲
間
と

声
を
か
け
合
い
、

レ
ク
や
班
別
行

動
を
し
っ
か
り

と
行
い
ま
し
た
。

　

２
学
期
で
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
た
め
、
菅
中
祭
、
合
唱
祭
、
新
人

戦
を
中
止
に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
徒
の
出
し
物

や
合
唱
は
授
業
中
に
発
表
で
き
る
よ
う

に
ビ
デ
オ
や
学
年
別
の
発
表
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
今
年
度
整
備
さ
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
は
試

行
錯
誤
の
連
続
で
し

た
が
、
生
徒
も
先
生

も
慣
れ
、
最
後
は
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今

で
は
授
業
中
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
す
る

場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
12
月
９
～
11
日
に
２
年
生

が
修
学
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
新
幹
線

で
京
都
駅
に
向
い
、

京
都
市
内
班
別
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
を
中

心
と
し
た
入
念
な

準
備
を
行
い
、
と

て
も
思
い
出
に
残

る
行
事
と
な
り
ま

し
た
。

　

卒
業
式
を
ま
も
な
く
迎
え
ま
す
が
、

今
後
も
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
生
徒
の
た
め
に
、
学
校
教
育
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
合
せ

　

菅
谷
中
学
校　

☎
62

－

２
０
５
５

～子ども達の未来のために～

　１月13日、第５回嵐山町立小中学校再編等審議会が開かれました。会議ではこれまでの審議会委員の意
見や、保護者アンケートで示された４つの再編案について審議が行われました。

【課題】
①３校分の建替えまたは長寿命化が必要。
②菅谷小は工事期間中仮設校舎による対応が必要。
③志賀小を七郷小に先行統合する必要がある。
この場合、通学について対応が必要。
④上記③の対応ができない場合、志賀小は工事
期間中仮設校舎による対応が必要。
⑤中学校は菅谷中を玉ノ岡中に先行統合する必
要がある。
⑥七郷小＋志賀小のクラス数は、10年後に全学
年１クラスになると予測される。
⑦通学についてはスクールバス等の対応が必要。

【課題】
①２校分の建替えまたは長寿命化が必要。

②菅谷中及び玉ノ岡中は、工事期間中仮設校舎

による対応が必要。

③七郷小＋志賀小のクラス数は、10年後に全学

年１クラスになると予測される。

④中学校の部活動、教員配置について課題とな

る。

⑤通学についてはスクールバス等の対応が必要。

【課題】
①２校分の建替えまたは長寿命化が必要。

②菅谷小を志賀小に先行統合する必要がある。

この場合、通学について対応が必要。

③菅谷中を玉ノ岡中に先行統合する必要がある。

④上記②・③の対応ができない場合、菅谷小及

び菅谷中は工事期間中仮設校舎による対応が

必要。

⑤通学についてはスクールバス等の対応が必要。

【課題】
①１校分の建替えまたは長寿命化が必要。

②工事期間中、菅谷中を玉ノ岡中に先行統合、

または仮設校舎による対応が必要となる。

③通学についてはスクールバス等の対応が必要。

　会議では４つの案を、再編後の児童生徒の人数について、スクールバス等通学について、再編に要する
建築費や修繕費など費用面について、工事期間中の児童生徒への影響についてなど様々な視点から審議し
ました。会議で使用した資料は町ホームページにてご覧になれます。
　ご意見・ご質問等ある方は、お近くの審議会委員へ、または町ホームページ内「町政のご意見箱」へお
願いします。

問合せ　教育委員会事務局　☎62－0823

「
挨
拶
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

元
気
な
学
校
」
を
め
ざ
し
て 七郷小を志賀小に統合

玉ノ岡中を菅谷中に統合
菅谷小は変更なし

小学校３校と統合し菅谷小に設置
中学校２校を統合し菅谷中に設置

七郷小と志賀小を統合、玉ノ岡中
に施設一体型の小中一貫校を設置
菅谷中に菅谷小と施設一体型の小
中一貫校を設置

小学校３校、中学校２校を統合し、
菅谷中に施設一体型小中一貫校を
設置

案１

案３

案２

案４


